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篠
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叡
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．
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＋
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概
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．
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．
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．
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鐸
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築
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追
加
を
致
し
ま

し
て
線
額
四
予
五
拾
余
萬
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翫
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螢
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屋
の
圃
定
資
産
税
額
の
い

　
く
ら
、
一
向
緻
W
に
い
く
ら
、
家

　
族
人
員
に
離
し
て
い
く
ら
、
と

　
　
い
う
蔽
う
に
四
つ
の
繰
税
標
準

　
　
に
よ
り
そ
の
合
計
し
た
額
を
世

　
下
主
が
納
め
℃
も
ら
い
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
そ
の
納
税
の
方
法
は
尉
般
対
税

　
と
同
様
納
税
組
合
と
か
又
は
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
へ

　
合
の
よ
い
方
法
で
面
諭
圃
位
に

　
分
け
て
納
め
で
も
ら
い
貢
す
。

　
ヒ
の
税
金
は
ζ
の
事
業
だ
け
に

　
し
か
使
え
な
い
税
金
で
あ
り
ま

君　
し
て
潮
に
書
き
ま
し
距
よ
う
に

　
瞥
者
に
か
か
っ
た
嚢
が
串
分
支

君　
…
郵
つ
た
残
こ
り
の
串
分
を
聲
者

　
に
挑
う
金
で
あ
り
ま
す
。

君　
そ
こ
で
ζ
の
保
恥
骨
が
締
期
ま

　
で
に
納
塗
ら
な
い
と
一
題
瀞
に
支

君　
沸
が
で
量
な
く
な
り
又
以
前
の

　
組
合
博
代
の
よ
う
な
ζ
と
に
な

　
り
ま
す
の
で
保
除
税
の
納
入
に

　
つ
い
℃
は
辱
に
考
え
て
協
力
し

　
で
い
た
讐
き
た
い
の
で
ナ
。

　
他
の
市
町
村
の
欣
祝
を
み
て
も

　
ζ
の
保
除
税
の
納
λ
成
績
が
そ

　
の
蓮
瞥
を
大
き
く
左
右
し
て
い

　
ま
す
。

　
と
め
保
瞼
税
は
東
郷
村
O
場
合

　
　
一
世
穂
干
均
凶
、
五
◎
0
円
位

　
に
な
り
ま
ナ
。

　
弐
に
ζ
の
事
索
は
二
型
刑
や
ケ
ガ

　
を
し
た
場
合
に
お
互
に
肋
け
合

　
う
の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
が
病

　
氣
に
か
か
ら
な
」
い
よ
う
に
ナ
る

　
、
ξ
と
も
又
大
切
な
目
的
と
も
な
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ぐ
竈
撫
竃

肋
　
て
い
ま
す
の
で
旧
染
病
の
予

　
、
健
康
診
翫
冷
姪
産
婦
の
保

護
等
の
仕
事
も
し
保
健
衛
生
の

向
上
を
儲
る
ヒ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

輝
輝
保
除
者
に
子
供
が
食
れ
た

場
合
は
助
康
費
と
し
て
喜
O
O

円
被
保
導
音
が
不
予
に
し
て
苑

亡
し
た
葺
合
は
五
◎
O
円
の
騨

祭
肇
⑳
差
潮
を
す
る
こ
と
に
し

て
い
鮮
碧
以
よ
の
よ
う
な
仕

箏
に
婁
す
る
金
も
保
瞼
視
か
ら

支
出
し
ま
す
が
そ
の
他
の
事
務

費
職
員
の
給
料
等
は
毫
て
畳
の

　
　
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
畢
　
　
’
w
　
い
し
♂
∵

戸
戸
　
」

　
　
　
　
　
　
噌
　
　
　
瀕

　
　
　
　
．
”
．
餐
定
解
義

　
脳
　
　
　
に
ま
り
診
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
が
四
月
一
日
以
降
鬼

耳
翼
地
学
の
場
合
は
五
月
九
日

半
や
日
向
鷹
匠
は
四
月
末
心
ま

㎝
瓢
難
駅
鈴
驚
魏

鋼
索
瞳
に
よ
り
そ
の
牛
額
を
沸

戻
す
ヒ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
を
更
に
曇
り
よ
く
向
上

毎
戸
さ
せ
る
槻
聞
と
し
ま
し
て

束
郷
村
富
民
健
康
保
磁
当
千
協

議
倉
を
面
差
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
、
そ
の
委
員
は
五
名

・
で
あ
り
ま
ナ
が
童
言
凧
長
新
名
岩

喜
，
輔
養
田
中
長
利
、
楯
口
三

次
郎
、
中
野
彌
哺
郎
、
三
尾
文

子
の
五
氏
で
あ
り
今
後
ζ
の
協

麟
會
は
被
裸
隠
者
そ
の
他
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

見
疵
塾
嵯
灘
　
　
　
れ
嵐
鑑
漫

暮
雲
奎
に
奪

い
兇
ず
。

一
雨
強
に
若
業
が
遭
え
初
夏
も

牟
ば
傭
染
病
の
嚢
生
期
込
な
り

ま
し
た
が
属
下
で
も
特
に
南
部

に
既
に
死
亡
率
哺
射
と
い
う
赤

痢
の
卵
生
を
み
て
お
り
本
土
臨

調
稜
の
鳶
そ
れ
あ
る
も
の
と
し

て
村
は
近
く
ハ
エ
蚊
ノ
ミ
0
一

齊
顯
除
の
計
岱
も
あ
り
こ
れ
と

補
体
と
な
り
被
保
瞼
者
の
保
瞼

衛
生
の
向
上
を
重
る
べ
く
努
力

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

嶺
足
に
あ
た
り
村
民
煙
感
に
御

喜
び
を
申
上
げ
ま
す
と
共
に
今

後
の
御
湿
か
を
切
に
お
願
い
申

上
げ
ま
す
。

遍
　
　
嶺

亀、　
　
又
♂
愈

選
畢
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
塾
畢
管
理
委
員
會

漂
憾
院
議
員
登
極
繕
並
に
参
議

院
暴
馬
通
常
蓮
畢
が
去
る
四
月

十
九
宿
と
二
十
四
日
に
執
行
さ

れ
’
凄
じ
た
が
そ
の
下
妻
成
績
は

次
の
と
お
り
で
あ
ゆ
噴
↓
て
二

回
ρ
逡
奉
を
綜
合
し
村
全
体
と

し
て
は
七
八
％
と
い
う
好
炊
絞

を
示
し
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
偏

齢
罷
馨
鎌
鰐
趨

警
め
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
ま
し

℃
ま
ヒ
と
に
慶
猷
に
堪
瓦
整
せ

ん
、
繋
累
帯
務
そ
け
他
に
つ
い

て
色
々
と
御
協
力
を
下
さ
い
ま

し
た
部
落
駐
在
所
長
さ
ん
方
に

封
し
ま
し
て
紙
上
か
ら
厚
く
御

薩
申
上
げ
ま
す
。
．

部
落
名

小
野
国

寺
　
順

風
瀬

鶴
野
内

冠
重
原

三
野
内

田
　
野

　
　
　
　
　
O

娚
　
坂

仲
　
深

坪
谷

瀬
　
卒

越
　
三

下
臨
監

　
　
輸
卒
均
．

　
　
投
票
率

九
〇
、
〇
二

七
二
、
三
九

六
九
、
八
三

八
一
、
六
〇

六
一
、
二
〇

九
六
、
0
二

九
二
、
七
四

八
三
、
六
ニ

ロ九
〇
、
九
五

六
塑
、
二
五

幽
八
、
八
三

　
　
　
が

七
五
、
九
三

七
二
、
八
〇

七
七
、
八
O

　澤
ミ
溝

東
郷
村
教
育
方
針

昭
和
二
千
バ
年
度
の
本
村
暫
育

瓢
が
針
並
に
努
力
寝
起
を
次
の
と

を
り
．
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　

お
協
力
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す

　
『
二
野
方
針

e
國
の
教
育
方
針
に
湛
い
本
村

　
の
地
域
性
に
立
脚
し
て
三
校

　
教
育
、
肚
會
教
育
を
行
い
遽

　
義
の
高
揚
を
摺
る
と
共
に
愛

　
郷
世
禄
國
心
の
啓
培
に
っ
と

　
め
る
。
　
・
・

斜
轡
嘗
購
敢
篠
全
な
お
闘
士

」
懇
親
ゆ
’
｝
　
ー
ー

東
郷
村
払
育
委
員
倉

　
　
　
　
　
秘

　
は
か
る
と
共
に
既
施
設
の
兜

　
全
㌔
利
用
に
つ
と
め
る
。

⇔
敦
育
者
た
る
の
使
命
観
に
徹

　
し
積
極
的
計
欝
的
な
教
育
活

　
動
に
よ
り
地
域
融
會
の
堀
上

　
に
寄
奥
し
得
ぢ
實
践
的
肚
會

　
人
の
育
成
を
期
す
る
。

飼
本
村
の
下
棚
に
か
ん
が
み
科

　
學
性
創
造
性
積
極
性
を
奪
い

　
生
活
力
旺
聖
な
る
人
間
の
育

　
成
を
は
か
る
。

　
’
一
」
栖
本
宰
躍
の
鯵
調
理
狽

憩
夢

∴　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
岬

暴
　
　
、
　
　
　
　
．
輝

斜
學
・
町
上

⇔
億
康
選
手
②
振
興
ζ

＠
生
産
敏
青
の
研
究

　
枇
會
町
育
爾
で
は

　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ぬ

e
公
民
舘
セ
争
心
と
す
る
椎
會

　
教
育
活
爵
に
よ
り
實
生
活
に

　
に
即
す
る
文
化
敦
養
d
白
上

　
を
は
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ

⇔
飼
主
主
義
の
強
精
紳
に
基
き

　
特
に
P
、
T
、
A
、
旧
年
團

　
休
婦
人
圏
体
の
健
全
な
る
育

　
成
に
つ
と
め
そ
の
本
質
的
活

　
動
の
促
進
を
は
か
る
。

⇔
地
域
肚
會
振
興
の
崩
旗
と
し

　
て
實
生
活
に
櫨
冒
轄
す
る
中
口

　
産
業
人
の
養
成
に
凋
め
生
産

　
教
育
の
浸
透
擦
充
を
抵
か
る

　
§
、
本
年
度
肚
會
費
育
の
計

　
喬

e
公
民
舘
の
順
順

　
ー
モ
デ
ル
公
民
舘
の
指
定

　
　
（
田
野
公
民
舘
）
　
，

　
2
優
良
公
角
舘
を
覗
察
す
る

　
3
「
舘
一
研
究
を
な
ナ

目
成
人
講
座

　
各
公
民
舘
で
月
一
回
程
度
年

　
二
十
聯
簡
位
降
監
、
産
業
、

　
野
面
、
…
教
脊
な
ど
研
究
ナ
る

⇔
青
年
一
座
（
青
年
三
級
）

　
各
三
校
に
開
設
す
る
、
毎
週

　
触
圃
年
配
〇
〇
時
間
簸
、
男

　
子
は
普
通
作
物
、
園
轟
、
農

　
業
、
三
二
林
彙
、
畜
庵
、
肚

　
脅
、
珠
算
、
体
育
、
晋
楽
、

　
弓
庭
實
轡
、
女
子
は
重
傷
、
和

　
裁
、
調
憩
保
育
肪
三
法
、
生
花

　
家
庭
凸
毅
園
（
肚
會
、
体
育

　
音
樂
、
家
庭
實
脅
等
研
究

㈲
嬬
人
講
座
（
母
親
摯
級
）

　
　
各
學
校
．
に
開
設
し
て
月
一
回

　
程
度
年
三
〇
～
五
〇
博
聞
偉

　
衆
回
避
育
、
家
庭
由
職
業
、

　
保
育
衛
生
、
肚
會
、
レ
ク
レ

　
蓼
シ
ヨ
ン
鑑
マ
瀞
脚
皆
ゐ
　
’

㊨
購
書
會
講
演
會

　
育
年
大
脳
p
婦
人
太
田
、
育

　
年
指
導
者
講
習
會
．
婦
人
指

　
導
者
懲
悪
會
、
生
活
改
善
篇

　
脅
會
　
　
　
　
　
・
・
　
．

㈹
文
化
祭
》
成
申
越

　
選
分
舘
文
化
祭
、
申
央
公
民

　
舘
文
化
祭
．
　
　
　
　
　
．

㈲
各
種
協
踏
會
の
蓮
絡
調
整

㊨
村
経
書
振
興
逞
動
と
緊
密
な

　
三
三
・
　
、
ご

　
「
公
昆
舘
と
崖
泣
寝
呉
」
第
二

噛
藤
雌
鶏
惣
嚢
§

望
　
　
‘

総

締
豊
嚇
　
純
正
牽
十
方

戯
癒
黎
耳
鼻
餓
　
　
溌
、
．

㈹
東
郷
村
　
　
　
　
　
　
h

揖
導
者

　
鼎
入
大
回
、
優
直
三
人
三
三

察
㌻
r
　
　
　
・
‘

うに
p
畳
　
　
　
　
　
・

東
螂
村
P
T
△
蓮
絡
儲
馬
騎

公
民
舘
擾
の
任
命

　
　
寺
迫
田
箆
朗
朗
口
武
士

1罵
難
聡

　　

@
器

圷
谷
公
民
鰭

越
表
都
民
舘

　　　　　：譲　　　鍵

　　鍵
軽
誕

、

，
一
撫

∴

窮

鍬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
り

教
職
員
三
月
人
事
異
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

藤
下
教
織
員
三
月
入
事
異
動
は
地
戦
野
野
鶴
後
最
初
の
異
勘
鷹

本
村
暫
育
癸
鵜
島
に
お
い
て
は
管
内
堅
塁
鼠
の
異
動
を
吹
の
樋
謙

り
嶺
令
し
た
の
で
聴
知
ら
せ
し
ま
す
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ぜ

　
管
外
よ
り
の
後
入
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壷

　
義
、

園
圃

　
寄
’
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央志夫一週幽子子一陣

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ェ
　
よ

四
月
一
霞
鎗

〃
　
　
　
　
　
　
へ

〃
　
　
　
　
涌

五
月
一
同
付

〃
　
　
　
　
　
　
　
、
㌔

　
　
　
　
れ

四
月
一
日
付
・
、

ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

〃
　
藩
　
贈

　
　
　
悔
3

〃〃

管
内
異
動
者

い
漣

．購

前
　
任
　
校

　
　
　
ロ

新
　
任
　
校

坪粛庸
谷’郷鋼

小小小
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三三麹1

小小中

砲
豊
、
氏
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嘱目

客
憂

松郡原

田山口

癒
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外
韓
出
者
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